
合成添加物を排除し
自然の食の提供を

⑩



石
森
　
秀
三

フラジャイルの超克

「
出
国
税
」創
設
、観
光
財
源
に

税
制
改
正
大
綱
　


年
１
月
７
日
か
ら

一
般
物
品
と
消
耗
品

合
算
で
免
税
可
能
に

外
国
人
に
人
気
の
旅
館

１
位
は
京
都
の
楽
遊
トリアド
調 べ

観
光
関
連
団
体


年
の
総
・
大
会
日
程

上
期
の
外
国
人
客

５
万
４
千
人
目
標

は
と
バ
ス

年末年始

人
気
旅
行
先
は
東
京

リ
ク
ル
ー
ト

調

べ
　
岩
手
県
の
増
加
率
大

初
詣
と
初
日
の
出

情
報
を
サ
イ
ト
に

日
観
振

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

　

世
紀
は
「
健
康
」
が
キ

ー
ワ
ー
ド
と
い
わ
れ
、
昨
今

は
そ
の
維
持
増
進
の
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
食
品
が
市
場
に
て

宣
伝
さ
れ
て
い
る
。

　
私
ど
も
は
９
代
目
の
造
り

酒
屋
で
、
終
戦
前
は
ご
来
仙

の
皇
族
方
の
御
宿
奉
仕
を
行

っ
た
迎
賓
館
を
戦
災
に
よ
り

失
っ
た
が
、
４
半
世
紀
前
に

再
興
し
た
。

　
「
一
国
の
食
卓
の
歴
史
は

そ
の
文
明
の
歴
史
で
あ
る
」

「
一
食
懸
命
」「
医
食
同
源
」

「
天
の
美
禄
、
佳
肴
招
福
」

「
お
客
さ
ま
の
健
康
第
一
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
良
質
の
食
の

提
供
を
実
践
し
て
い
る
が
、

最
近
特
に
懸
念
さ
れ
る
の

は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
命
が
依

存
す
る
飲
食
の
質
と
安
全

が
、
大
量
の
合
成
添
加
物
の

使
用
に
よ
り
極
め
て
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

　
加
工
食
品
の
普
及
は
合
成

添
加
物
の
使
用
に
よ
り
急
速

に
拡
大
し
た
が
、
そ
の
成
分

表
示
が
完
全
で
な
い
が
故
に

消
費
者
は
購
入
に
際
し
、
そ

れ
ら
を
理
解
し
自
ら
の
健
康

の
た
め
、
細
心
の
注
意
を
す

る
者
は
非
常
に
少
な
い
。
合

成
添
加
物
の
大
量
、
連
続
摂

取
に
よ
る
副
作
用
の
デ
ー
タ

は
皆
無
に
近
い
が
、
そ
の
単

品
使
用
で
も
副
作
用
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　
特
に
、
調
味
料
（
ア
ミ
ノ

酸
等
）
と
表
示
さ
れ
て
い
る

う
ま
み
調
味
料
は
、
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
塩
（
Ｍ
Ｓ
Ｇ
）
を
約


％
含
み
、
自
然
の
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
と
は
全
く
別
物
で
あ

り
、
中
華
料
理
店
症
候
群
と

し
て
一
過
性
自
律
神
経
失
調

症
と
味
覚
異
常
を
起
こ
す

が
、
そ
の
未
使
用
は
「
お
い

し
く
な
い
、
味
が
な
い
」
な

ど
と
し
て
極
め
て
安
易
に
大

量
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
お
客
さ
ま
の

健
康
を
守
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
合
成
添
加
物
を
排
除
す

る
。
特
に
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
増
加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
お
客
さ
ま
に
、
安
心
・
安

全
な
日
本
の
自
然
の
食
事
、

１
日
３
回
提
供
さ
れ
る
食
材

に
、
自
然
の
食
を
提
供
す
る

こ
と
を
即
実
行
す
べ
き
時
で

あ
る
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、

家
族
の
健
康
の
た
め
に
も

…
。

　
（
国
際
観
光
日
本
レ
ス
ト

ラ
ン
協
会
常
務
理
事
　
仙
台

勝
山
館
、
伊
澤
平
一
）
　
　

　
　
　
　
　
　
＝
隔
週
掲
載

　
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

立
国
政
策
は
順
調
に
進
展
し
て

お
り
、
２
０
１
８
年
は
い
よ
い

よ「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
３
千
万
人
」

の
大
台
を
超
え
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
世

界
の
政
治
情
勢
は
不
安
定
化
の

度
合
い
を
強
め
て
い
る
。

　
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
問

題
に
つ
い
て
国
連
安
全
保
障
理

事
会
で
繰
り
返
し
討
議
さ
れ
て

い
る
が
解
決
の
見
通
し
は
立
っ

て
い
な
い
。

　

年

月
に
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
が
エ
ル
サ
レ
ム
を
イ
ス
ラ

エ
ル
の
首
都
と
認
め
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
中
東
和
平
が
も
ろ
く

も
崩
れ
つ
つ
あ
り
、
軍
事
的
衝

突
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
世
界
各
地
で
繰

り
返
し
テ
ロ
が
発
生
し
て
お

り
、
日
本
で
テ
ロ
が
発
生
し
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

年
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
」
が
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
た
が
、
現
実

に
は
核
兵
器
の
脅
威
が
よ
り
高

ま
っ
て
い
る
。
テ
ロ
を
行
う
過

激
派
組
織
が
核
兵
器
を
入
手
し

使
用
す
る
な
ら
ば
、
世
界
中
に

大
き
な
衝
撃
が
生
じ
る
だ
ろ

う
。

　
観
光
産
業
は
フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル

な
産
業
で
あ
り
、戦
争
や
テ
ロ
、

伝
染
病
、
大
き
な
災
害
な
ど
が

生
じ
る
と
す
ぐ
に
観
光
客
の
動

き
が
鈍
化
し
影
響
を
受
け
る
。

フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
（
ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｉ

ｌ
ｅ
）
は
「
壊
れ
や
す
い
」

「
虚
弱
な
」
「
は
か
な
い
」
な

ど
を
意
味
し
て
お
り
、
観
光
産

業
は
ま
さ
に
「
壊
れ
や
す
く
、

虚
弱
な
産
業
」
と
い
う
面
を
克

服
で
き
て
い
な
い
。

　
昨
年
、
日
本
の
テ
レ
ビ
界
で

「
フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
」
が
大
い
に

話
題
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
フ
ジ

テ
レ
ビ
の
医
療
系
ド
ラ
マ
「
フ

ラ
ジ
ャ
イ
ル
　
病
理
医
岸
京
一

郎
の
所
見
」
で
、
長
瀬
智
也
が

冷
静
・
沈
着
で
優
秀
な
岸
医
師

役
を
好
演
し
、
病
理
医
と
い
う

世
間
一
般
に
馴
染
み
の
な
い
仕

事
が
注
目
さ
れ
た
。

　
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
草
水
敏
・

原
作
、
恵
三
朗
・
作
画
に
よ
る

コ
ミ
ッ
ク
が
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
。
人
間
の
身
体
は

も
ろ
く
、
壊
れ
や
す
い
も
の
で

あ
り
、
病
理
医
が
的
確
な
診
断

を
し
て
患
者
の
命
を
救
っ
て
い

く
内
容
で
あ
っ
た
。

　
病
理
医
は
患
者
か
ら
採
取
し

た
細
胞
や
血
液
、
体
液
な
ど
を

病
理
検
査
し
た
り
、
臓
器
を
直

接
肉
眼
で
確
認
し
た
り
、
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ャ
ン
の
画
像
解
析
な
ど
に

よ
っ
て
病
理
診
断
を
行
い
、
適

切
な
治
療
方
法
に
つ
い
て
担
当

医
に
助
言
し
て
、
患
者
の
命
を

救
っ
て
い
く
。

　
ド
ラ
マ
で
は
岸
病
理
医
が
患

者
の
命
に
関
わ
る
診
断
に
対
し

て
強
い
情
熱
と
誇
り
を
も
っ
て

担
当
医
に
助
言
を
行
う
た
め
に

し
ば
し
ば
担
当
医
と
激
論
に
な

る
と
い
う
筋
書
き
が
好
評
だ
っ

た
。

　
観
光
産
業
が
抱
え
る
フ
ラ
ジ

ャ
イ
ル
な
病
理
に
つ
い
て
冷
静

・
沈
着
に
病
理
検
査
・
診
断
を

行
い
、
観
光
産
業
界
に
対
し
て

助
言
を
行
う
体
制
を
整
え
る
必

要
が
あ
る
。

　
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
隆

盛
化
は
大
い
に
慶
賀
す
べ
き
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
日

本
の
観
光
産
業
の
さ
ま
ざ
ま
な

病
理
が
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
今
年
こ
そ
観
光
産
業

に
対
し
て
的
確
な
病
理
診
断
を

行
い
、
適
切
な
治
療
方
法
を
助

言
す
る
岸
医
師
の
よ
う
な
優
秀

な
病
理
医
の
登
場
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
招
聘
教

授
）
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自
民
党
、
公
明
党
は

月

日
、
与
党
税
制
改
正
大
綱
を
決
定
し
た
。
政
府
が
２

０
２
０
年
の
目
標
に
掲
げ
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
４
千
万
人
の
達
成
な
ど
に
必
要
な

観
光
施
策
の
財
源
と
し
て
、出
国
旅
客
に
負
担
を
求
め
る
国
際
観
光
旅
客
税（
仮
称
、

出
国
税
）
の
創
設
が
決
ま
っ
た
。
日
本
人
、
外
国
人
を
問
わ
ず
出
国
ご
と
に
千
円
を

課
税
す
る
。

年
１
月
７
日
か
ら
出
国
旅
客
に
適
用
す
る
。

　
航
空
機
は
も
と
よ
り
、
船

舶
に
よ
る
出
国
も
課
税
対

象
。
２
歳
未
満
の
子
ど
も
、

乗
務
員
な
ど
は
対
象
外
。
乗

り
継
ぎ
旅
客
は
、
入
国
後


時
間
以
内
に
出
国
す
れ
ば
、

課
税
の
対
象
に
は
な
ら
な

い
。
航
空
会
社
な
ど
国
際
運

送
事
業
者
が
、
旅
客
か
ら
徴

収
し
、
翌
々
月
末
ま
で
に
国

に
納
付
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ

ェ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
出
国

は
、
旅
客
が
搭
乗
前
に
納
付

す
る
。

　
財
源
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
「
受
益
と
負
担
の
関
係

か
ら
、
日
本
人
出
国
者
を
含

む
負
担
者
の
納
得
が
得
ら

れ
、
先
進
的
で
費
用
対
効
果

が
高
く
、
地
方
創
生
を
は
じ

め
と
す
る
わ
が
国
が
直
面
す

る
重
要
な
政
策
課
題
に
合
致

す
る
も
の
」
と
し
た
。

　
具
体
的
な
使
途
と
し
て

は
、
①
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で

快
適
に
旅
行
で
き
る
環
境
の

整
備
②
日
本
の
多
様
な
魅
力

に
関
す
る
情
報
の
入
手
の
容

易
化
③
地
域
固
有
の
文
化
、

自
然
な
ど
を
活
用
し
た
観
光

資
源
の
整
備
な
ど
に
よ
る
地

域
で
の
体
験
、
滞
在
の
満
足

度
向
上
―
に
資
す
る
施
策
に

充
当
す
る
。

　
創
出
さ
れ
る
財
源
の
規
模

は
、

年
の
出
国
旅
客
数

（
外
国
人
約
２
４
０
０
万

人
、
日
本
人
約
１
７
０
０
万

人
）
で
考
え
る
と
、
出
国
１

回
当
た
り
千
円
な
の
で
約
４

１
０
億
円
と
な
る
。

　
国
際
観
光
旅
客
税
の
適
用

は
、

年
１
月
７
日
以
後
の

出
国
だ
が
、
１
月
７
日
よ
り

前
に
締
結
さ
れ
た
運
送
契
約

に
よ
る
出
国
に
は
適
用
し
な

い
。

　
は
と
バ
ス
は
、
今
年
上
期

（
１
～
６
月
）
の
外
国
人
利

用
者
の
目
標
を
５
万
４
千
人

と
設
定
し
た
。
前
年
比
３
割

増
で
、
日
本
人
に
人
気
が
あ

る
観
光
地
を
希
望
す
る
外
国

人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
新

コ
ー
ス
を
三
つ
造
成
。

　
具
体
的
に
は
、
例
年
約


万
人
が
訪
れ
る
神
奈
川
県
三

浦
市
の
「
河
津
桜
」
や
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
は
日

本
人
に
も
人
気
が
高
い
「
富

士
芝
桜
ま
つ
り
」
（
山
梨
県

富
士
河
口
湖
町
）
を
鑑
賞
す

る
コ
ー
ス
に
加
え
、
富
士
山

２
合
目
ス
ノ
ー
タ
ウ
ン
「
イ

エ
テ
ィ
」（
静
岡
県
裾
野
市
）

で
雪
遊
び
を
す
る
コ
ー
ス
。

　
こ
の
ほ
か
、
季
節
コ
ー
ス

を
含
め
「
英
語
、
中
国
語
コ

ー
ス
合
わ
せ
て
１
２
０
０
人

の
利
用
を
目
指
す
」
（
広
報

室
）
と
い
う
。

　
例
え
ば
、
「
横
浜
三
溪
園

と
河
津
桜
ト
レ
イ
ン（
英
語
、

中
国
語
）
」
は
２
月
５
～


日
の
設
定
で
、
旅
行
代
金
は
大
人
９
５
０
０
円
、
子
ど
も

９
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
が
ま
と
め
た
年
末
年
始
（

月

日
～
１
月
８
日
）

の
宿
泊
予
約
状
況
に
よ
る

と
、
国
内
の
人
気
旅
行
先
１

位
は
東
京
都
だ
っ
た
。
増
加

率
が
大
き
か
っ
た
の
は
岩
手

県
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す
る
観

光
名
所
へ
の
関
心
が
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。

　

月

日
時
点
で
の
予
約

人
泊
実
績
を
も
と
に
前
年
同

期
比
で
算
出
し
た
。
予
約
の

ピ
ー
ク
は

日
で
、
年
越
し

を
旅
行
先
で
過
ご
す
人
が
多

い
と
予
測
。
平
均
宿
泊
数
は

１
・
２
泊
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
気
旅
行
先
の
ベ
ス
ト
５

は
、１
位
東
京
都
で
、以
下
、

北
海
道
、大
阪
府
、千
葉
県
、

静
岡
県
と
続
く
。
「
東
京
都

は
ク
リ
ス
マ
ス
や
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

随
所
で
行
わ
れ
る
予
定
で
、

こ
れ
を
目
的
に
訪
れ
る
旅
行

者
が
多
い
」
と
し
て
い
る
。

　
静
岡
県
は
、
熱
海
エ
リ
ア

が
も
っ
と
も
予
約
が
多
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
お
ん

な
城
主
直
虎
」
の
舞
台
、
浜

松
も
予
約
が
増
え
て
い
る
。

　
岩
手
県
の
増
加
率
を
押
し

上
げ
た
の
は
龍
泉
洞
。

年

の
台
風

号
の
被
害
で
閉
鎖

し
て
い
た
が
、

年
３
月
に

営
業
を
再
開
。
冬
季
限
定
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
冬
な

ら
で
は
の
幻
想
的
な
景
色
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す
る
の
が
人
気

の
よ
う
だ
。

　
香
川
県
の
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ

父
母
ケ
浜
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す

る
と
あ
っ
て
人
が
集
ま
っ
て

い
る
。
夕
焼
け
時
に
は
ボ
リ

ビ
ア
の
ウ
ユ
ニ
塩
湖
の
よ
う

に
水
面
が
鏡
の
よ
う
な
幻
想

的
な
写
真
を
撮
れ
る
と
い

う
。

　
日
本
観
光
振
興
協
会
は
こ

の
ほ
ど
、
協
会
が
運
営
す
る

観
光
情
報
サ
イ
ト
「
全
国
観

る
な
び
」
に
初
詣
・
初
日
の

出
特
設
ペ
ー
ジ
を
オ
ー
プ
ン

し
た
。
１
月
下
旬
ま
で
旅
行

者
に
情
報
提
供
す
る
予
定
。

初
詣
は
約
４
０
０
ス
ポ
ッ

ト
、
初
日
の
出
情
報
は
約
２

０
０
ス
ポ
ッ
ト
を
掲
載
し
て

お
り
、参
考
に
な
り
そ
う
だ
。

　
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
発
表
し
た
「
外
国
人
に
人

気
の
日
本
の
ホ
テ
ル
と
旅
館

２
０
１
７
」
に
よ
る
と
、
旅

館
は
「
京
町
家
　
楽
遊
　
堀

川
五
条
」
＝
写
真
＝
が
初
登

場
で
１
位
を
獲
得
し
た
。
ホ

テ
ル
は
「
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ

ー
ル
ト
ン
京
都
」
で
、
い
ず

れ
も
京
都
市
の
施
設
だ
っ

た
。

　

年

月
か
ら

年
９
月

の
１
年
間
に
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
に
投
稿
さ
れ
た
外
国
語
の

口
コ
ミ
評
価
（
５
段
階
）
の

平
均
、
投
稿
数
な
ど
を
も
と

に
集
計
、ラ
ン
ク
付
け
し
た
。

　
楽
遊
（
７
部
屋
）
は
建
築

家
の
内
田
康
博
氏
が
「
京
町

家
を
新
築
し
て
旅
館
に
す

る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設
計

し
た
施
設
で
、

年
６
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
朝
食
の
み

で
、
夕
食
は
な
い
。
銭
湯
の

無
料
券
が
も
ら
え
る
こ
と

や
、
朝
食
に
１
９
４
７
年
創

業
の
「
ま
る
き
製
パ
ン
所
」

の
パ
ン
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
高
い
評
価
を
得

た
。

　
楽
遊
を
は
じ
め
、
四
万
温

泉
柏
屋
旅
館
（
４
位
、
群
馬

県
中
之
条
町
）
、
嵐
山
辨
慶

（
６
位
、
京
都
市
）
が
初
登

場
な
が
ら
ベ
ス
ト

に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
。

　
昨
年
１
位
だ
っ
た
京
都
市

の
料
理
旅
館
白
梅
は
３
位
と

な
っ
た
。

　
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト

ン
京
都
は
、祇
園
や
河
原
町
、

先
斗
町
な
ど
繁
華
街
に
近

い
。
ロ
ビ
ー
に
町
家
建
築
特

有
の
明
る
さ
と
暗
さ
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
採
り
入
れ
た

り
、
ホ
テ
ル
内
の
随
所
に

「
源
氏
物
語
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
を

施
す
な
ど
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
な
空
間
の
中
に
京
都
の
伝

統
、
文
化
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

散
り
ば
め
て
い
る
。

　
▽
日
本
旅
館
協
会
＝
６
月


日
、
東
京
都
港
区
・
ホ
テ

ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
東
京
ベ
イ

　
▽
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
＝
総

会
６
月
５
日
、
熊
本
県
熊
本

市
・
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス

ル
、
大
会
６
月
６
日
、
福
岡

県
福
岡
市
・
ヒ
ル
ト
ン
福
岡

シ
ー
ホ
ー
ク

　
▽
日
本
ホ
テ
ル
協
会
＝
３

月

日
、
東
京
都
新
宿
区
・

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
▽
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

連
盟
＝
６
月

日
、
東
京
都

千
代
田
区
・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス

　
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
＝
６
月

日
、
東
京

都
新
宿
区
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル

　
▽
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
＝
５

月

日
、
東
京
都
港
区
・
シ

ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
東
京

　
▽
日
本
旅
行
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
＝
２
月

日
、
東

京
都
台
東
区
・
浅
草
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル

　
▽
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
＝
３

月

日
、
東
京
都
墨
田
区
・

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

　
▽
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

協
定
運
輸
観
光
施
設
連
盟
＝

３
月

日
、
東
京
都
墨
田
区

・
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東

京　
▽
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
協
定
旅

館
ホ
テ
ル
連
盟
＝
６
月
８

日
、
東
京
都
豊
島
区
・
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　
▽
読
売
旅
行
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
＝
７
月
６
日
、
東

京
都
新
宿
区
・
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
（
理
事
会
総
会
）

　
▽
農
協
観
光
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
＝
７
月
３
日
、
東

京
都
江
東
区
・
ホ
テ
ル
イ
ー

ス
ト

東
京

　
▽
タ
ビ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

協
定
連
盟
＝
隔
年
開
催
で
、

今
年
は
開
催
し
な
い

　
▽
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
会
＝
７
月
２

日
、
東
京
都
新
宿
区
・
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
▽
日
本
観
光
振
興
協
会
＝

６
月
８
日
、
東
京
都
港
区
・

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　
▽
日
本
温
泉
協
会
＝
６
月


日
、
鳥
取
県
米
子
市
・
皆

生
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
天
水

　
▽
日
本
旅
行
業
協
会
＝
６

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区

・
経
団
連
会
館

　
▽
全
国
旅
行
業
協
会
＝
６

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区

・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

（
予
定
）

　
▽
日
本
添
乗
サ
ー
ビ
ス
協

会
＝
３
月

日
、
東
京
都
港

区
・
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
東

京　
▽
国
際
観
光
日
本
レ
ス
ト

ラ
ン
協
会
＝
２
月

日
、
東

京
都
江
東
区
・
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト

　
▽
国
際
観
光
施
設
協
会
＝

６
月

日
、
東
京
都
千
代
田

区
・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ

ス　
▽
日
本
バ
ス
協
会
＝
６
月


日
、
東
京
都
千
代
田
区
・

経
団
連
会
館

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
向
け

の
消
費
税
免
税
制
度
の
改
正

も
決
ま
っ
た
。
免
税
の
対
象

と
な
る
販
売
金
額
の
判
定
に

関
し
て
、
「
一
般
物
品
」
と

「
消
耗
品
」
の
合
算
を
認
め

る
。
合
算
を
認
め
る
こ
と
で

買
い
増
し
を
促
し
、
消
費
額

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

　
現
行
で
免
税
が
適
用
さ
れ

る
の
は
、
一
般
物
品
で
販
売

金
額
５
千
円
以
上
、
食
品
や

化
粧
品
な
ど
の
消
耗
品
で
販

売
金
額
５
千
円
以
上
～

万

円
以
下
。
合
算
は
で
き
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
で
金
額
の
要
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
っ
た
が
、


年
７
月
１
日
か
ら
は
、
合

算
で
５
千
円
以
上
～

万
円

以
下
で
免
税
と
な
る
。
た
だ

し
、
消
耗
品
に
加
え
て
、
一

般
物
品
も
国
内
で
の
使
用
は

で
き
ず
、
特
殊
包
装
が
義
務

付
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
免
税
手
続
き
を
電

子
化
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
進
め
る
。
外
国
人
旅
行
者

は
、
免
税
店
で
割
り
印
を
受

け
て
購
入
記
録
票
を
旅
券
に

貼
り
付
け
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
整
備

に
よ
り
購
入
デ
ー
タ
が
記
録

さ
れ
る
こ
と
で
、
税
関
で
旅

券
を
提
示
す
れ
ば
済
む
よ
う

に
す
る
。
免
税
店
の
手
続
き

の
省
力
化
に
も
つ
な
げ
る
。

　
手
続
き
の
電
子
化
は

年

４
月
１
日
か
ら
開
始
す
る
予

定
。
た
だ
し
、

年
９
月


日
ま
で
は
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
購
入
記
録
票
の
貼
り
付
け
、
割
り
印
の
手
続
き
も
併

せ
て
認
め
る
。
【
向
野
悟
】


